静脈移植に関する実験的研究 by 木島 三夫
静脈移植に関する実験的研究
著者 木島 三夫
号 393
発行年 1966
URL http://hdl.handle.net/10097/18384
 [
一
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件'
最終学歴
学位論文題目
きじまみつむ
 木島三夫(岩手県)
医学博士
 医第393号
 昭和41年7月13日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和34年3月
東北大学医学部卒業
 静脈移植に関する実験的研究
 (主査)
論文審査委員教授葛西森夫 教授楓
教授鈴木
哲夫
千賀志
 一25.一
 ・叉論
内
容 要
旨
 動脈移植の成功に反し,今日静脈移植は臨床的にも実験的にも多数の報告をみるに拘らず,そ
 の成績は必ずしもよいとはいえない。著者は確実な静脈移植法の確立を目的として,まず静脈移植
 の失敗の原因を探求するべく,犬の下大静脈と頸静脈を対象に50例の移植実験を行い,名種移
 植材質,縫合糸等を比較した。その結果,程植材質では自家静脈が計1e倒中4例,作製自家静
 脈管が4例中1・例開通した。人工血管では,ダクロン,テビロン,パイレンはいずれも全例,早
 期の画栓形成により閉塞1したが,テフロンでは5例中2例,40守ら開通した。剖検でもテフロン
 は異物反応が比較的少なかった。移植成績不良の原因として,手技上の失敗,:移植材質,縫合材
 質,艇合法の不適当なる累,及び感染が指摘された。動静脈縷併設ダクロン管移植では,6例中
 5例開通し,本術式の有用性を認めた。テフロン管下大静脈移植5例で,移植直後から血管撮影
 を行った所,移植2時間後より血栓形成による狭窄が,特に中枢割吻合部に強く起り,24時間
 以内に著しく血栓が拡大して閉塞するか,2～5日で厚い血栓膜が形成される事がわかった。絹
 糸は扱い易いが,異物反応が強く,縫合糸として不適当である。ここで静脈移植の成浪を向上さ
 せる為,抗凝固療法により」垂1栓形成を予防し,また移植管両端に22A鋼線を縫着して吻合部狭
 窄を鯵ぐ事を試みた。50頭の下大静脈に・テフロン・ダク・ン,自家静脈を,主にナィ皿ン糸
 を用いて移植した。無支持輪テフ・ン管移植に,持続性牛ヘパリン5～8即/Kgを2～5日間継
 続筋注したi2頭をA群とし,残るろ8頭では,上述の5種類の移植管を支持輪付とし,鯨ヘパ
 リン投与の有無,及び投一与期間による比較を行った。予備実験で,鯨ヘパリンが従来使われてい
 る牛ヘパリンの4、5～2.5倍の抗凝固能を有し,鯨ヘパリン2勝/Kg筋注で,投与後1時間から
 12時間まで凝固時間が投与前世の1.5～5倍に維持される事を確めたので,静脈移植に際して
 は鯨ヘパリンα2羅/晦を静脈遮断直前に静注し,術終了直後2'昭/K嚇注し,以後12時間毎
 に同量筋注を行った。支持輸付テフ自ン管移植では鯨ヘパリン投与期間により1週(B群),2
 週(C群),4週(D群),及び非投与(郵群)に分けた。ヘパリン非投与群では1週以上チヘ
 パリン投与詳ではヘパリン投与終了後付監聞以上観察した例のみについてみると・A群は6例中
 1例開通,.この群では1週以上開通し,喋ク月以後に瘢痕狭窄による閉塞をみたものが2例ある。
 B群は6例中5例開通,閉塞例中2例に感染価の≦例に著明な異物反応を認めた。O群は6劇中
 5例,85%開通した。閉塞例は感染性肉芽増殖により吻合部宿主静脈の狭窄閉塞を来したoD
 群の2例は共に長期開通,E群は5例中語例のみ開通,閉塞例に感染,あるいは異物反応を認め
 ■一 %・■“
 允
に
曾
ン
深
淵
届
レ
測
』
幽
ミ
 た。B～Eの各群で,術後2週間て開通のものは以後閉塞を来さなかった。全例を通じナイロン
 に対する反応は少く,止血乃至静脈吻合に用いた絹糸に対する反応はア般に強かった。特に閉塞
 例で強く,また、感染は絶対的な閉塞因子となる事が認められた。支持輪付ダクロン管ではヘパリ
 ン1週使用5詞,非使用5例計6例中4例のみ開通,全例に著しい異物反応,閉塞2例に感染を
 認めた。支持輪付自家静脈はヘパリンを用いず4例中全例開通した。支持輪の効果は,吻合部肉
 芽増殖による閉塞例でも,移植管吻合部圧縮の防止効果が認められた。鯨ヘパリンは,静脈移植
 成績の上でも,また出血を来さない適当な低凝酎樋病毒の点でも従来の牛ヘパリンよりすぐれて
 いる事が認められた。B,O,D群で2回以上血管撮影した開通例9例で,レ線上,支持輪間の
 距離が日数経過と共に例外費しに短縮の傾向を示したので,平均の短縮率曲線を画いた。これに
 よると,テフロン管は移植後4日頃がら50日前後まで急速に短縮し,60～8日日頃までに平
 均67%に短縮,以後は殆ど変化しない。この短縮は結合織増殖によるものであり,円周方向に
 も働いて後期瘡痕狭窄のて因となる。一一方自家静脈は移植後徐々に伸延し,4ケ月後平均マ22
 %に達する事がわかった。組織学的に弾力線書径はのびて平璽になり,中膜がうすく左る。テフ・
 ン管移植開通・剛ては,組1義字的に2避前後で吻合部から内皮化が進展,やや遅れて吻合部と,テ
 フロンの布目を通して外周から血栓層の器質化が起り,これは2～3ケ月で完成する。開通例と
 異茜の閉塞例では,異物反応,特に止血に用いた絹糸に対する異物反応が強いが,テフ・ン自体
 に対する反応を示した例があ蛎個体差がうかがわれた。感染と異物反応を認めない例では閉塞
 洌がなかった。
 以上の成績から次の結論を得た04)人工血管材質ではテフ・ンが最もすぐれている。2)閉
 塞機転としては,早期の血栓形成による毛のが多く,これをまぬがれたものでは.2～5ケ月以
 内に結合織増殖により瘢痕狭窄に陥るものがある05)感染は血栓形成並に肉芽増殖により閉塞
 を惹起するので,絶対避けなければ攻ら老い04)人工血管下大静脈移植の開通率は抗凝固療法
 により血栓形成を防ぎ,支持輪を移植管両端に縫着して瘢痕収縮を予防する事により著しく向上
 した。支持輪付テフ・ン管で,鯨ヘパリンを2週以上用いたものでは,術後28～目O日の観
 察で7例中6例,86%の開通が得られた。5)人工血管移植術に於ける抗凝固療法は,鯨ヘパ
 リンを,手術中は巳2昭/Kg血管内に注射,術直後より秀2時間毎に2即/K7筋注を2週間継続
 するのがよく,この方法で2週間移植片の開通を保てば,以後の血栓性閉塞の発生は適めて稀と
 考えてよい。6〕人工血管は移植後,肉芽増殖により収縮する。移植後4日頃よ蜂0日前後ま
 で急速に短縮し,以後緩徐に短縮,2～ろケ月で平均67%に焦り,以後は短縮が止る。この収
 縮作用は円周方向にも働き蛾後期搬痕狭窄の1固になると考えられる。'特に肉芽増殖及びそれに
 基く狭窄は吻合部に強く起るが22A鋼線による夕鶴岐持によりか7駒抑1石ljされた。
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 審査結果の要旨
 現在動詠移植は容易な手術手技となり臨床的に大いに利用されているが,静脈移植は遙かに困
 難で,上大静脈に対する移植が僅かに施行されているがその成功率も充分でない。下大静脈及ぴ,
 より小さい静脈の移植は一層困難で,臨床的に利用し得るほどの確実性はまだ得られてい左い。
 それで著者は先ず50頭の犬で自家静脈,ダクロン管,テビロン管,パイレン管,テフ・ン管
 を胴いて下大静脈に静脈移植実験を行い,移植管の材質,縫合材質,手技などを検討し,また動
 詠痩設置による静脈血流増加の効果をも検討した。その結果開存率は不良であったが,その中で
 は,開存率,組織反応の点て移植管としてはテフロンが軒縫合材料としてはナイロンがよく,動
 静1泳痩設置は開存率を高めるか,全身的影響の小さくないことを認めた。
 この予備実験で,閉塞の主な原因が早期の血栓形成と,晩期の吻合部周辺を主とする瘢痕収縮
 であったことから,静脈移植の成功率を高めるために,血栓予防のためにヘパリンの投一与,吻合
 部狭窄予防のために支持輪使用を試みた。別の犬50頭を用い,テフ・ン菅とナイ・ン系を用い
 22A鋼輪を移植管の両端に縫清したもの,支持輪なしのもの,ヘパリン投与の有無及びその投
 与期間によって5群にわけ比較し,更に支持輪付自家静脈,ダク・ン管についても検討した。そ
 の結果,開通盗の著しい向上を見た。移植後2週までに.血栓形成を見なかったものはその後に血
 栓を形成しなかったことから,ヘパリン投与は2週間必要であること。また支持輪の有用性を明
 らかにした。支持輪使用,ヘパリン2週以上投一与したものでは,長期観察で86%の開通率を得
 た。
 この研究により静脈移植成績が著明に高ま診,臨床応用への大きな期待を持ち得るに到り,血
 管外刷に貢献する処が大きい。
 よって,学位授.与に値ずるものと認める。
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